
に使用されている も のである。 振れ止めは， ト ロリ 一線が温度

変化により伸縮するので，線路方向に適当な可動性をもたせ る。

またパ ンタグラフの通過に際して硬点 と ならないように， でき

る だけ軽くすると と もに ， 七下方向にも適当な可動性を も たせ，

風圧等による異常ナ工事jl上げに対 しては，これを抑制lするように

なっている のが普通である。

図ー1 可動プラケ ット 凶ヨ固定ビーム

振れ止めのl制!万U、 (;t ， "HIリj ブラケッ ト では，振れ止めパイ

プに直接取り 付 けるが([ヨ 1 ) ， ) ，占町E

て ' これに振れ止めが坂り f.付、.)けられる (閃一2幻) 0 (飯田真)

フ ロ ー・チャ ー ト (央) fiow chart ' ) '.IiiWgめの作業に比

へて事務は判断的な，!t:哀が多いために ， と か く 七観的に処即さ

れる傾向があって ， その研究が閑縦てPある。 * τj';務 シス テム の

改善を行なう には， まず現状の事務の イ、 fî JlH な íTr iを l列 らかにし，

問題 となる箇所を摘 : H して改汚点を究明 しょ:施に移すように

していカ・なければなら仕い。このため"..:. \工， 'j (務が どの 訓))" ) を

どんな方法で 流れ， それの処f'l!に裂する 1I !Y[::1 と 日: ， f!l: 1TIさ れる

が務機械 ・ 日:~Jt ~r，~ を 'YJ 1') 泊 、に して いかなければならな L 、。

事務の流れは，具体的に ( 1松山の流れという形で 品Iìえる こ と

ができる 。 'j ，:f告の流れは ， きわめて惚維であ 円て ， 次のような

特色をもってレる。

(1) ごく ff:j!j'oな が !0の流れにおしても ， 比較的多 くの市長PJLが

Illl 、 ら).l ，多 くの打 1 、竹内 泊 、|見 )f系し てし 、る 。

(~I 1 mの (ム ガLが途' いで 2 ~'~以 1 ト二 分かれ ， それぞれ日I) J!.[;の

1U; き をす る 4 と が多L 、。

(31 2 的以 上の帳 ~I/~ がふゐ .ij，~ 介ト二 U. ， トっしょになり ， ある

場介 Iこは分断 ず るとい うように似維な )YJ係 全 もつこ と が多L 、。

したが勺て ， これを 11 刊 に， ， ;'1 制11 .こかつわかりやすく j.{ J]i.す

ると L う こ と はf壬坊 -(' ( 士 tn 、。

事務の流れの分析， ，没，: ) ，こ 1;): ， JJU1: , NOMA 方式， Jl 本能

率協会方式 ， íi定ヰ:j;'JJU)大己主 )j ;\ ， れ仏 )j式 ， !"J IJL 方式， 三 fJIJJ

式宇多くの鮪虹lがあ 'J ， }，)JI I )、JÚの*"1mやf./'，:I; 条件ーの s記述のし

かたに差異はあるが， いずれも 防相f: な 。j ò 務 シ ステム の内容をわ

かっ やすく米収するために独特のH己 り を月 J l 、 て l刈点化したも の

を川 L ている。 この ように ・|パ0 / ステムの仁波止に必要な調丘，

分析，設 ，， ) の手段とし て )J ) l 、る 'j(務の ì!fLh 凶夫を 般に Lフロ

ー ・ チャ ート 1 とい っている。このほか，事務仁程分析夫 ・ ・j(

務手続 [:;<J表 ・ 事務ji!!Jれた ・ 阪店経路 |苅 }<'干の 11千び名があ る。

これらのt立 11、は ，

川 事務の流れの概時~つかむ ために ， お もな帳烈の到J きを

Jく '1 、した も の。

(21 Jiìi{渚 な分析衣 と して例々のI)t犯の I 工品!ご との動き と 待

~.長引 の 相互関係を制If'!!'，:に表現したもの。

(3) 特定の帳裂の 1i); き の表現に IE ....Y.を ;お L 、た も の。

州 事務の流れ と ~"I: JI) ! 機能の|苅 f，f;の }<JJ1に if( /，えをおいたもの。

{ ヨ) 事務の分担状況をわかりやすく表現 した も の。

(6) 事務処J'I '.iこ伴 う I I !j /i fj(:内純治会表示 したもの。

咋の幾っかを制 lみ介わせた特色をも ち，事務 ン/ λ テムの改 t\' 筒

フロー・チャ

所の性質に よ って使い分けられている。 しかし，侵近， 急速に

開発されて きた高性能，大容量の $ 電子計算機を中心と した事

務処理の分析， 設計には，これらの分析，設計の技法では， い

ずれ も一長一短があって ， 事務の近代化を推進している国鉄の

事務 システム改善の妓法と しては， 必ずしも適合しない商があ

る。 すなわち， 現在， 国鉄では経営の高度化， I.!î雑化に伴l " 

ま すます噌大す る事務について，各業務部門聞に交錯している

事務γλ テ ム を有機的に結合させ， 電子計算機等の事務機械を

効果的に活用 した事務 γステムの再編成を推進してお り ，した

がって ， その調査， 分析，設計に も適応し ， 一般事務に携わる

職員が，たれにでも書きやすく，見やすしきれいで改善点が

容易に発見できるような分析， 設計の技法を定める必.~があっ

たので，昭和 39 ・ 4 電子計算機等の利用にも適用される一般的

な事務ゾステム分析， 設計技法が定められた。

国鉄形フロ ー・ チ ャ ート は，次のよ う な考え方に基づいて決

められている。

1 情報分析の対象

最も簡単な工程分析のa記 号 は， 作業， 運搬， 停滞および検査

である。これは物の移動， 加工に関する記号である。事務の対

象としての帳裂が，事務工程を流れていくことは確かであるが，

帳票は処EI!の対象ではなく ， これにの っ た情報鮮が処理の対象

になる。たとえば， 伝票の場合は， その kに記述された数量・

金書fî -(' あり ，品物の場合は品名 ・ 数単 ・ 重量~で， 帳娯 ・ 品物

を問わず，事務工程の中を流れるものは，これらのになった情

報である。

情報は，媒休にになわれて流れるだけではなL 、。テレ回線の

中では電気振動パルスと して伝述されているし，マ イ ク ロウエ

ブi"I紋の中では， これ も電線のない電気振動電磁波 と して伝

述されている。 11 ~Jl ・ í.[ I~;'~の場合は， ~女iの娠!Íi;を介 して{ぷ述

さ れ ている。この場合には， 帳票等の具体的な物に よる情報伝

i主のほかに， 'iI!:線等による伝送もその対象にする必要がある。

情報は，ま ちがし、なく 正確に伝えられる こ と が要求 される。

情報の処J'ftには， 単純な計 算処耳目 もあ る し，異なった情報と の

比較，予測， 決定等を合む絞幸1tな判断処瑚もある。 これらの情

報処PI ! は ， いず;) L も 伝達 ， 比較， 判断， 計算，決定等の要素を

もっ ている。したが って，的械分析の対象とすべきものは， 物

のにな っ た情報を中心 と して ， それらの伝達，比較， 判断 ， ;:1 
'fí.， 決定 ~trの内容を具体的に明 らかにする必要がある。

2 フ ロ ー ・ チ ャ ートの穐煩

フロ ー ・ チャー ト は，事務ンステムの現状の輪郭を i手かびだ

さ せ， 1m問口叫H題越也l点f

お よ び 1)(什t務f傍持 二シ/ステ ムの 3詳干納な姿を明らカか、にし，改苦" j ò 項の解決

tこ必要な分析，詳細を行なうための明細フ ロー ・ チ ャ ー ト とが

ある。

( 1 ) 槻要フロー ・ チヤ ト

概要 フ ロー ・ チャートは， 帳fjlの流れと組織i部 )") との 関:i!li を

主体 と して明らかにする も ので ， B 列 4 番のj目紙を肢に使用 し ，

績割hに組織部門を配列して ， 事務システムの始}~J、か ら終結に五

る ま での f'F 業内容と，これに伴 う帳~~の 流れを別紙の記号の

Ll91 および L201 の 2 傾頬 と連結記号てt記述するものである。

(2) I別制11 フロー ・ チャー ト

明朝11 ソロー ・チャ ートは，事務シス テムの調作， 分析， 設計 ，

施行，効果の礁;E Tfを行なうために ， 事務システ ム の始点か ら

終結に官るま での詳細11 な作業内界を別紙の記号および用紙によ

って約慌に記述するものである。

3 フ ロー ・ チャート記号のやE類と特徴


